
  

                           

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

日  時： 平成２４年１２月１８日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

   発 表 事 項   

１． 人文学部学術講演会「博物学の巨人・鳥羽源藏が遺したもの 

―陸前高田の文化財レスキューから見えてきたこと―」の開催 

２．「第２回固体中のディラック電子研究会」で学生研究員の研究成果を発表 

   ３．参加者募集！  浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー 

   ４．平成２６年３月卒業生への就職支援開始 

（首都圏への就活支援バスツアー・合同企業説明会の開催） 

 

   お 知 ら せ  

１．山形大学入試直前相談会の開催 

２．「山形の魅力を世界に発信しよう」企画メンバー募集について 

 

 

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２４年１月８日（火） １１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 
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                                   平成２４年 １２月  １８日                 

山 形 大 学 

人文学部学術講演会「博物学の巨人・鳥羽
と ば

源藏
げんぞう

が遺
のこ

したもの －陸前高田

の文化財レスキューから見えてきたこと－」の開催 

東日本大震災の文化財レスキューを通じて注目された、岩手県陸前高田市出身

の博物学者・鳥羽源藏(1872～1946)に関する講演会を開催します。 

 

 昨年の東日本大震災では、津波により多くの人命や生活の基盤とともに、地域の

文化遺産も数多く失われました。地域の人々による懸命な文化財レスキュー活動は、

いまもなお続いています。 

 本講演会では、津波で壊滅的な被害を受けた岩手県陸前高田市の文化財レスキュ

ー活動、そしてその活動を通じて注目された「埋もれた博物学者」鳥羽源藏という

人物を通して、「地域の学術文化」を守っていくことの意味を考えます。 

記 

講師：熊谷 賢氏（陸前高田市立博物館 主任学芸員） 

及川 甲子氏（陸前高田市立博物館 学芸員） 

日時：2013年1月11日（金） 16:20～18:30 

会場：山形大学人文学部1号館103教室（山形市小白川町1－4－12） 

※入場無料、事前申込不要 

※なお、講演会の関連展示を、12月21日（金）まで、本学インフォメーショ

ンセンターで開催中です。 

 （お問合せ先） 

 人文学部 三上喜孝 

      628-4240 

 



講師

熊谷　賢氏
（陸前高田市立博物館　主任学芸員）

及川　甲子氏
（陸前高田市立博物館　学芸員）

主催：山形大学人文学部
後援：復興ボランティア支援センターやまがた
　　　山形県教育委員会
　　　山形県博物館連絡協議会
　　　山形県立博物館
　　　山形県立米沢女子短期大学・米沢史学会
　　　山形文化遺産防災ネットワーク（五十音順）
問い合わせ先：山形大学人文学部　三上喜孝
　　　　　　　023－628－4240
　　　　　　　mikami@human.kj.yamagata-u.ac.jp

※入場無料、事前申込不要

上 ： 震災直後に陸前高田市立博物館に残されていた書き置き。

「博物館資料を持ち去らないでください。 高田の自然 ・ 歴史 ・ 文化を

復元する大事な宝です。 　市教委」 

岩手県陸前高田市出身の博物学者、鳥羽源藏

(1872 ～ 1946) は、地元で教員をつとめながら、

植物学、昆虫学、貝類研究、考古学など、人

文科学や自然科学の多岐にわたる研究分野で

活躍した「博物学者」です。宮沢賢治（1896

～ 1933）とも親交が深かった人物として知ら

れています。

東日本大震災の文化財レスキューを通じて、

埋もれていた鳥羽源藏の業績が全国に知られ

るようになりました。「博物学の巨人」鳥羽源

藏が私たちに遺してくれたものは何だったの

か。鳥羽源藏という人物を通じて、震災で失

われかけた「地域の学術文化」を、見つめな

おしてみようではありませんか。

－陸前高田の文化財レスキューから見えてきたこと－

博物学の巨人・鳥羽源藏が遺したもの

2013年 1月 11日（金）

16:20 ～ 18:30

2012 年度　山形大学人文学部学術講演会

会場：山形大学人文学部 1号館 103 教室

　　　（山形市小白川町 1－4－12）

　と　　ば　　げん　ぞう のこ



2012年度人文学部学術講演会（2013年 1月 11日〔金〕） 

博物学の巨人・鳥羽
と ば

源藏
げんぞう

が遺
のこ

したもの 

－陸前高田の文化財レスキューから見えてきたこと－ 

山形大学人文学部 三上 喜孝 
 
 岩手県陸前高田市出身の博物学者、鳥羽源藏(1872～1946)は、地元で教員をつとめなが
ら、植物学、昆虫学、貝類研究、考古学など、人文科学や自然科学の多岐にわたる研究分

野で活躍した「博物学者」です。全国の研究者たちからの信頼も厚く、宮沢賢治（1896～
1933）とも親交が深かった人物として知られています。しかしながら、在野の研究者だっ
たということもあり、彼の膨大な業績は、これまであまり顧みられることはありませんで

した。 
 昨年 3月 11日の東日本大震災で、陸前高田市は津波により壊滅的な被害にあい、市内の
博物館や生家に保存されていた鳥羽源藏関係資料も津波の犠牲となりました。その後、地

元の方々を中心とした懸命な文化財救出活動により、鳥羽源藏が収集した貴重な昆虫や植

物や貝の標本、学術雑誌、さらには書簡類やメモ類などが、泥の中から救い出されました。

救出された標本類、資料類は、全国の研究機関の協力のもとに、いまも修復活動が続いて

います。山形県でも、山形県立博物館や、ボランティア団体「山形文化遺産防災ネットワ

ーク」などが、被災した植物標本や図書資料、書簡などをお預かりして、修復作業やクリ

ーニング作業を続けてきました。 
 こうした修復作業の過程で、鳥羽源藏という人物の存在が全国に知られるようになり、

しかもその業績がとてつもないものであることが、認識されるようになりました。「北の源

蔵、南の熊楠」とも評すべき、南方熊楠（1867～1941）と並び称される「博物学の巨人」
だったのです。 
 この講演会では、実際にその救出活動にあたられた陸前高田市博物館の学芸員である熊

谷賢さん、及川甲子さんをお招きして、東日本大震災を通じてはからずもその存在が広く

知られるようになった博物学の巨人・鳥羽源藏について、お話をうかがいたいとます。鳥

羽源藏が私たちに遺してくれたものは何だったのか、私たちはこれから何を伝えていかな

ければならないのか。鳥羽源藏という人物を通して、震災で失われかけた「地域の学術文

化」を、見つめなおしてみようではありませんか。 
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                                  平成２４年１２月１８日                 

山 形 大 学 

「第２回固体中のディラック電子研究会」で 

学生研究員の研究成果を発表 

理学部物理学科量子物性グループが組織したYU-COE学生研究員の成果の一つが

「第２回固体中のディラック電子研究会」で発表されます。 

 

 

◇理学部物理学科量子物性研究室（佐々木実教授、大西彰正准教授、北浦守准教

授）では、YU-COEに採択された研究課題「ZT5高性能熱電材料研究拠点形成」遂

行のためにYU-COE学生研究員を組織しました。 

◇この学生研究員は、①高性能熱電材料の開発、②世界で唯一山形大学にしかな

い「過渡熱起電力効果」装置による独創的な高性能熱電材料の熱電特性評価、

さらには、③バルクRashba物質中のスピン偏極の実空間での検証実験を目指し

ています。 

◇①に関しては、所定の成果を挙げて、９月にイノベーション・ジャパンで報告

しました。 

◇②に関しては、研究を遂行中です。 

◇③に関しては、バルクRashba物質中のスピン偏極の実空間での検証実験をすで

に行い、一定の成果を挙げています。 

◇その過程で、バルクRashba物質BiTeIで異常な電流磁気効果を見出しました。当

初、その起源が不明でしたが、12月初旬に招聘した韓国のDaegu大学のH.-J. Kim

教授やPohang工科大学のK.-S. Kim教授との議論の結果、BiTeIは３次元のDirac

電子系でもあることが明らかになりました。その成果が、１２月１９日と２０

日に岐阜県で開催される「第２回固体中のディラック電子研究会」で発表され

ます。 

 

（お問い合わせ） 

山形大学理学部物理学科 教授 佐々木 実 

TEL：０２３－６２８－４５６４ 

 



２次元および３次元 Dirac電子の特異な輸送特性 
山形大学理学部物理学科  佐々木 実 

 

グラフェンで２次元の Dirac電子系が発見されて以来、トポロジカル絶縁体などの

様々な物質で２次元あるいは３次元の Dirac電子系が次々と発見され、その振舞も次

第に明らかになってきている。しかしながら、まだまだ解明すべきことが多い。 

山形大学及び韓国 Daegu大学と POSTECHを中心とするグループは、(i) トポロジ

カル絶縁体である Bi2Te3およびそれに 3d遷移金属をドープした系における特異な輸

送特性、(ii) Bi１-xSbx系における電流磁気効果の系統的研究および磁場中で新しいト

ポロジカル絶縁体相の発見、(iii) バルク Rashba物質 BiTeIにおける３次元 Dirac電子

系の発見などの精力的な研究を行っている。 

(i)では、Sondheimer 振動の観測や SdH 振動におけるスピン分裂の観測を行い、

Sondheimer 理論と Dirac 方程式に基づく定量的な解析に成功した。その結果、表面

Dirac電子相はバルクとは独立であり、Te-Bi-Te-Bi-Te１層程度の厚さであることを明

らかにした。 

(ii)では、２次元トポロジカル絶縁体領域の電流磁気効果がユニーバーサルな関係

があること、さらには、３次元の Dirac 電子系となる Sb 濃度で磁場下で新しいトポ

ロジカル絶縁体相が出現することを明らかにした。 

(iii)では、山形大学独自の組織であるYU-COE学生研究員がバルクRashba物質BiTeI

は、３次元 Dirac電子系でもあることを明らかにした。Fig. 1左図は、4.2 Kで得られ

た磁気抵抗の結果である。磁気抵抗は、いずれの試料でも 0.05 T以下で尖鋭な磁場依

存性を示し、それ以上の磁場領域で線形な磁気抵抗効果を示している。Fig. 1右図は、

韓国グループによる３次元のDirac電子系の理論に基づいて計算した磁気コンダクタ

ンスである。理論曲線は実験結果をよく再現している。さらに、Dirac 電子の有効質

量を見積もることに成功した。その値は、10-4m0程度である。これに関しては、フェ

ルミエネルギーが Dirac点に位置していないために Dirac電子の有効質量がゼロでな

くなっている可能性等が考えられる。 

研究会で

は、これら

の研究結果

を詳細に報

告する予定

である。 
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                                   平成２４年１２月１８日                 

山 形 大 学 

  

参加者募集！ 浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー 

山形大学学生による浦戸諸島桂島観光再生ツアー 

たくさんの魅力。探してみませんか、あなただけの桂島。 

 

◇山形大学学生有志が実施する「山形大学浦戸諸島観光再生プロジェクト」が、

東日本大震災の被災地である塩釜市浦戸桂島の経済的な復興支援のため、昨年

度に引き続き『浦戸諸島桂島観光再生ツアー』を実施いたします。日本三景松

島の唯一の有人島群である浦戸四島の一つ桂島のさまざまな姿を見ていただき、

自分だけの魅力を探していただくことで、東日本大震災から力強く復興を始め

ている桂島住民のみなさんとご参加いただくみなさまとの心と心を繋ぎます。

コンビニも、信号もない、心安らぐ海と緑の自然の中で、取れたてのブランド

牡蠣、海苔を、心ゆくまでご堪能ください。 

 

◇日程 【第一回】平成25年1月12日（土）～13日（日） 

 【第二回】平成25年2月 9日（土）～10日（日） 

 【第三回】平成25年2月16日（土）～17日（日） 

 【第四回】平成25年3月 2日（土）～ 3日（日） 

参加料：大人11,800円（小人9,800円） 

 行程・内容等：詳細は、別添の資料をご覧ください。 

 

◇このツアーは、本年度後期基盤教育科目「現代社会を生き抜くためのプレゼン

テーション学」「実践的コミュニケーション学」の受講学生のうち、9人の学生

が企画・運営を担当し、その他約30名の学生が運営協力、広報等を担当してい

ます。 

 

◇山形大学有志災害ボランティアチーム「チーム山大」は、2011年6月18日から継

続して、浦戸諸島で震災復興ボランティアを実施してきました。瓦礫撤去や個

人宅の復旧支援、公共施設の清掃作業などの中から、島民のみなさまとの対話

が生まれ、深い繋がりが生まれ、その中から、この「山形大学浦戸諸島観光再

生プロジェクト」が生まれ、2011年度に観光再生ツアーを4回実施いたしました。

今年度ツアーは、昨年度の経験を踏まえ、さらに魅力を加えて実施いたします。 



 

 

◇山形大学有志災害ボランティアチーム「チーム山大」について 

 

2011年4月29日に発足し、2011年度山形大学基盤教育科目「実践的キャリア教育 

学」「現代社会を生き抜くためのプレゼンテーション学」「実践的コミュニケー 

ション学」の受講生を中心に、口コミで参加者を広げ、受講生以外の学生、山形 

のNPO等（NPO法人ディーコレクティブ、NPOハーバランス、NPO法人山形自立支援

創造事業舎みちのく屋台こんにゃく道場、大曽根餅つき保存会、NPO法人オープ

ンハウス こんぺいとう）等との協働のもと、2011年4月5月は仙台市若林区を中

心に、2011年6月からは、塩竃市浦戸諸島を中心に災害ボランティア活動を展開。

仙台市、塩竃市浦戸諸島等の災害ボランティア活動は、少人数での支援活動も含

めると、70回以上、のべ1000名以上が参加。 

2011年10月30日からは、仙台のNPO法人アスイクとの協働のもと、仙台市の被災 

家庭を中心とする子供の学習支援活動を、月曜日～金曜日の毎日仙台市にて、冬 

休み、春休み、夏休み等の長期休業中も含めて、現在まで継続して実施。のべ600 

名以上が参加し、のべ700名を超える子供たちの学習支援を実施。 

「山形大学浦戸諸島観光再生プロジェクト」は、2011年度11月から実施。 

2012年2月には、国連大学、東北大学、公益財団福祉法人さわやか福祉財団等と

協働で「浦戸桂島復興連絡協議会」を発足させ、島民と支援者をつなぎ、復興プ

ランを策定する会議を継続して運営（これまで計11回開催）。2012年8月からは、

この会議に塩竃市も加わっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ） 

山形大学エンロールメント・マネジメント部  

教授 福島真司 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４０６１ 

（e-mail）shinji-fukushima@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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                                   平成２４年１２月１８日                 

山 形 大 学 

平成２６年３月卒業生への就職支援開始 

（首都圏への就活支援バスツアー・合同企業説明会の開催） 

１２月に平成２６年３月卒業生の就職が解禁されたことに伴い，本学でも就活

支援バスツアー・合同企業説明会の開催等、就職支援を開始します。 

 

◇首都圏への就活支援バスツアー 

首都圏に学生を派遣し，山形では経験できない首都圏学生の意気込みを体感すると

共に，首都圏における本学拠点「東京サテライト」及び「文化放送キャリアパートナー

ズ」の利用に関する説明を行い，首都圏における就活に万全を期します。 

 （学生５６人参加予定） 

日 時：平成２４年１２月２１日（金）・２２（土） 

行 程：（20：30）鶴岡キャンパス → (22:30)小白川キャンパス 

→（5:30）ホテル「舞浜ユーラシア」[入浴・着替え・朝食] 

             (千葉県浦安市千鳥13-20) 

→（9:00）山形大学東京サテライト [東京における拠点の利用説明] 

                 (東京都港区芝浦3-3-6 キャンパスイノベーションセンター) 

→（11:30）東京ドームシティ・プリズムホール[合同企業説明会参加] 

             （東京都文京区後楽一丁目３番６１号） 

→（16:00）東京ドームシティ出発 

→（22:00）小白川キャンパス → (23:30) 鶴岡キャンパス 

 

◇山形大学合同企業説明会の開催 

平成２６年３月卒業・修了予定者を対象とした合同企業説明会を開催します。 

４年生、大学院２年生、既卒者も対象です 

日 時：平成２５年１月２６日（土）・２７日（日） １１：００～１７：００ 

場 所：山形国際ホテル 平成の間（山形市香澄町３－４－５） 

参加予定企業：１月２６日 ８６社、１月２７日 ８４社 

          （※ 参加予定企業は変更になる可能性があります。） 

主な内容：個別ブースによる企業説明、就職支援企業による就職相談 

 

（お問い合わせ） 

山形大学小白川キャンパス事務部就職課 

（ＴＥＬ）０２３－６２８－４１４５  

 





2013年1月26日（土）、27日（日）開催「山形大学合同企業説明会」
のセミナーに、下記企業の参加が決定いたしました。
公務員志望の方もぜひ当説明会に参加して下さい。

■ 1月26日（土）

　山形大学（セミナー開催時間15:40～16:20）

■ 1月27日（日）

　山形県人事委員会（セミナー開催時間14:55～15:35）

　山形県警察本部（セミナー開催時間15:40～16:20）

＜ブース出展 追加企業＞
　・新明和工業（株）　　・高砂エンジニアリングサービス（株）

＜ブース出展 欠席企業＞
　・（株）日立金融システムエンジニアリング　　・鹿島建設（株）

セミナー参加企業
追加のお知らせ



 

プレス通知資料               （概 要） 
                                                           

平成２４年１２月１８日 
山 形 大 学 

 

１．山形大学入試直前相談会開催の開催 

◇受験生とその保護者の方、高校の先生、入試関係者の方々の入試に関する疑問を解決し 

ます。山形大学全学部の入試担当教職員が参加いたします。 

◇仙台会場（１／２６）では、「宮城教育大学」、「福島大学」の相談ブースも設置します。 

【仙台会場】 

日 時：平成２５年１月２６日（土） １３：３０～１６：００ 

場 所：仙台ガーデンパレス（仙台市） 

【山形会場】 

日 時：平成２５年１月２７日（日） １３：００～１５：００ 

場 所：山形大学理学部１階１１～１４番講義室（山形市） 

【内  容】 

・大学概要等説明  仙台会場／１３：３０～１３：５５ 

山形会場／１３：００～１３：２５ 

・各学部個別相談コーナー 

・在学生相談コーナー 

・資料配付コーナー（願書配付） 

〔 詳しくは、別添の資料をご覧下さい 〕 

 

 

２．「留学生から山形の魅力を世界に発信しよう」企画メンバー募集について 

県内の留学生を対象とした、「留学生から山形の魅力を発信しよう」企画開催において、留学生 

実行委員会メンバー募集を行います。留学生だからこそ発見できる山形の魅力を取材し、専用 

サイトから世界に情報を発信していきます。 

 

【対象】 山形県内で学ぶ留学生、かつ 2013 年に活動できる方。学年不問。  

【活動内容】 山形の魅力を取材し、専用サイトから世界に情報を発信します。  

【申し込み期限】 2012 年 1 月 25 日(金) 

  

 〔詳しくは、別添の資料をご覧下さい〕 

 





TEL 0238(26)3017
Email: kougakusei@jm.kj.yamagata u.ac.jp

SUGOI!
YAMAGATA!

COME ON, International Students!


